
　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
わ
せ
、

施
設
の
名
称
を
「
小
牧
市
歴
史
館
」か

ら
「
小
牧
山
歴
史
館
」へ
変
更
し
ま
し

た
。

　

名
称
を
変
更
し
た
理
由
は
、展
示
改

装
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
小
牧
市
」の
旧
石
器
時

代
か
ら
近
代
ま
で
の
郷
土
資
料
を
紹

介
す
る
展
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
２
階
か
ら
４
階
に
か
け
て
戦
国

時
代
の
「
小
牧
山
」の
歴
史
に
つ
い
て

紹
介
す
る
展
示
へ
と
改
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、

名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。 名

称
を
変
更

名
称
を
変
更

問
合
先

問
合
先　

小
牧
山
課
（
☎

小
牧
山
課
（
☎
7676
・
１
６
２
３
）

・
１
６
２
３
）

　

小
牧
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
国
指
定
史
跡
小
牧
山
は
、

織
田
信
長
が
自
ら
城
を
築

き
、小
牧
・
長
久
手
の
合
戦

の
際
に
は
織
田
信
雄
・
徳
川

家
康
連
合
軍
が
陣
城
を
築
く

な
ど
、歴
史
的
価
値
の
高
い

場
所
で
す
。こ
の
価
値
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
で
、市
民

が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
場

と
な
る
よ
う
、小
牧
山
の
史

跡
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
や
市
外
か
ら

の
来
訪
者
に
、史
跡
小
牧
山

の
歴
史
的
価
値
や
魅
力
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、山
頂
に

あ
る
歴
史
館
の
展
示
改
装
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

改
装
を
終
え
た
「
小
牧
山

歴
史
館
」が
４
月
１
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
の
で
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

内
容
や
整
備
の
状
況
を
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

小
牧
山
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　小牧市歴史館（現小牧山歴史館）は、名古屋市在住の実業家、平松茂
氏（故人・小牧市名誉市民）が、私財を投じて建設し、昭和43 年3 月
に小牧市に寄贈されたものです。建物の外観は、京都の西本願寺 飛雲
閣を模しており、鉄筋コンクリート造、3 層4 階建てで、高さは19.3m
です。
　リニューアルした歴史館では、織田信長や徳川家康など、戦国時代
の武将たちがなぜ小牧山を選んだのか、発掘調査の成果を踏まえ、地
形や戦略などからその謎にせまります。

小牧山歴史館（旧小牧市歴史館）

史跡小牧山の山頂、歴史館の周囲の主郭地区
の整備に向けて長年、発掘調査を実施しており、
その成果を基に、令和３年度から令和７年度ま
での５年間、５つの工区に分けて整備工事を実
施しています。
　令和４年度までに、２つの工区の整備が終わ
り、現在、来訪した方には、北側と西側の復元した石垣をご覧いただけます。
　石垣の背面の一部には、「裏込石記名イベント」で参加者がメッセージを記し
た裏込石を充填しています。

石垣を復元

特集特集
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歴
史
館
の

見
ど
こ
ろ

そ
の1

歴
史
館
の

見
ど
こ
ろ

そ
の
二

展
望
室
か
ら
の

景
色

　

信
長
が
な
ぜ
小
牧
山
を
選
ん
だ

の
か
、ま
た
、小
牧
・
長
久
手
の
合

戦
に
至
る
経
緯
や
合
戦
時
の
展
開

を
３
つ
の
映
像
で
紹
介
し
ま
す
。

映
像
で
当
時
の

様
子
を
紹
介

■２面スクリーンによる映像
①信長と小牧山（約５分）
②小牧・長久手の合戦（約８分）

■ミニシアター
①小牧・長久手の合戦への道
　（約４分）

　

床
面
の
航
空
写
真
に
、小
牧
・
長

久
手
の
合
戦
で
築
か
れ
た
砦
の
位

置
な
ど
を
示
す
こ
と
で
、織
田
信

雄
・
徳
川
家
康
連
合
軍
と
羽
柴
秀

吉
軍
の
距
離
感
や
戦
略
を
体
感
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、展
望
室
の
外
回
廊
に
出

て
山
頂
か
ら
の
景
色
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

徳川義親像を移設

　小牧山を市に寄贈
した、尾張徳川家第
19 代 当 主、徳 川 義
親氏の銅像が歴史館
の南側に建てられて
いました。しかし、発
掘調査の結果その場
所が、織田信長築城
当時の石垣の一部で

あった花崗岩の上に
建てられていたこと
が判明したため、石
垣の整備に合わせ、
義親像を移設しまし
た。
　現在は小牧山歴史
館１階でご覧いただ
けます。

移
設
前

移
設
後

利用案内

開 館 時 間 9:00 ～ 16:30
（常設展示室への入場は 16:15 まで）

常設展示室
入 場 料

一般：200円、団体（30人以上）：100円
18歳以下：無料
※上記入場料で小牧山城史跡情報館（れきしるこまき）
　にも入場可

休 館 日 第 3木曜日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
駐 車 場 小牧山北駐車場

（100円 /30 分、最初の 2時間は無料）
バス専用駐車場（無料）
市役所駐車場（無料）

所 在 地 〒 485‐0046　小牧市堀の内一丁目１番地
TEL/FAX（0568）72‐0712

山頂まで送迎を行います

　自力で山頂に登頂することが困難な方にも、石垣や歴史
館をご覧いただけるよう、小牧山の南麓から山頂までワゴ
ン車による送迎を月2 回程度行います。
　詳細が決まり次第、ホームページなどでお知らせします。
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